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学校でしか得られない楽しさを大切にして －修学旅行を終えて－ 

 

心地よい冷たさをほおに感じる朝に、店を

開け始めた人々の様子を横に見ながら、急な

坂道をゆっくり登っていきます。両脇の店並

みに閉ざされていた道の先が少しずつ開けて

くると、朱色の清水寺の門が私たちを迎えま

す。舞台に上がり西を望むと、１日目に降っ

た小雨のおかげで、空気中にあったほこりが

一掃され、赤く色づいた木々の間から京の町

の景色が、鮮やかに遠くに広がっていました。 

苔のじゅうたんの上に、赤ん坊の手より小

さな赤や黄色の紅葉をのせ、コントラストを

引き立たせている鹿苑寺。日の暮れが早いこ

の季節に、夕方間近の日に照らされて金色に

輝く金閣が見えた瞬間、歓声があがりました。

金閣が遠のきバスに乗り込むとき、一番後ろ

で「もっと旅行を続けたいなあ」と、ふっとこ

ぼした子の言葉を拾いました。 

６年生６１人の心にはどんな景色が残った

のでしょう。世界遺産を含む歴史ある名所を

同じ六ツ美中部小学校に通う仲間と訪れたこ

とは、価値ある学習と経験になったと思いま

す。それに加え、寝食をともにしたこと、みん

なで楽しい時間を過ごそうとバスの過ごし方

も自分達で準備し、楽しい時間を作り上げた

こと、仲間と何曲も大合唱したあの高まり。

そこにいなければわからない、二度と味わう

ことのないだろう時間と空間がありました。 

子供たちは「みんなと過ごすことは楽しい」

「人と楽しむ時間を工夫することは楽しい」

と感じる経験を持ちました。幸せとは何か、



その価値観を子供たちはまたひとつ増やしたように思います。きっとこの経験

が、人生に生きる大切な原体験になっていくのだと思います。 

学校には、一緒に過ごしている仲間とでなければ得られない時間と空間があ

ります。ある先輩が、４月の始めに「教育は情を育てる場」と一言はがきに書

いて送ってくださったことを思い出しました。今回、改めて教育は何が大切か

を、子供たちが考えさせてくれた機会となりました。 

 

ちゅらぼに感謝 －教室カーテンの製作・２年生町探検補助－ 

 

１１月４日（水）～６日（金）に「ちゅらぼ」（六ツ美中部小学校地域教育ボ

ランティア）の活動として、教室カーテンの製作ボランティアをお願いしまし

た。西日が差す今の時期からカーテンが必要になります。きれいなカーテンも

ありますが、破れていたり茶色がかって

いたりしたカーテンもありましたので、

古いものを変えたいと考えていました。

本校の教室は１４学級＋わくわくルーム

や特別教室等があります。基本的には１

教室４枚（大きい教室は４枚以上を使用）

使いますから、相当な数が必要です。 

今回３日間、午後からの２時間でなんと５１枚が完成。「ちゅらぼ」に参加し

てくださったみなさんのおかげで、気持ちのよい教室環境を子供たちに提供で

きます。ありがとうございました。 

また、今週１１日（水）には、２年生

の町探検がありました。今回の探検は、

学区の中で行ったことのない神社やお

店、公園などへグループで訪問し、どん

な場所かを調査します。「ちゅらぼ」と

して御協力いただいた方々のおかげ

で、たくさんの場所に、安全に自分達の

力で訪問・調査をする学習ができました。先生が、全て見学に連れていくのと

では、大違いです。２年生の子達は、しっかり訪問場所の特徴がつかめたかな。

あとは、本人達の関心・追究力・まとめに期待するところです。 

「ちゅらぼ」活動として、みなさんに様々お助けをお願いしてきました。御

自身のお子さんの学年とは関係なく、御協力いただく方々が何人もいてくださ

います。こんな素敵な地域の方々はいません。学校をお助けいただき、地域の

子供たちの教育にお手伝いいただき、本当に感謝です。 
 


